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研究の背景・目的
日本国内に輸入された海外産冷凍食品の化学物質混入

事件、国内では水産物や水産加工品の産地・原料偽装問題
等、食品の安全・安心を脅かす諸問題が報道されており、
消費者の食品に対する安全・安心の意識はますます高まっ
ています。本研究は、国民へ安全・安心な水産物を提供す
るためのシステム、すなわちトレーサビリティシステム
の構築を目的として、冷凍マグロ、沿岸漁獲物、鮮魚、養
殖魚等を対象に、日本型水産業に対応したトレーサビリ
ティシステムの構築のための諸条件を検討することを目
的として、調査研究を実施しました。

研究成果
1.	凍結マグロでは、漁獲日、漁獲海域、生産者等の安
全・安心情報に加え、脂の乗り、色、鮮度等の品質情
報をトレーサビリティシステムへ付加させることに
より、製品の高付加価値化に結びつく可能性を明ら
かにしました。

2.	アサリおよびウニ加工品のトレーサビリティ試行を
実施し、産地偽装防止に有効であることを確認しま
した。さらに、ウニ加工品の品質維持には流通温度管
理が重要であり、システムに温度履歴を載せること

により、品質維持および高付加価値化に結びつく可
能性を明らかにしました。

3.	日本初のアジ鮮魚トレーサビリティ試行を実施しま
した。本試行は安価で偽装ができないバーコードタ
グを一尾ずつに装着し、漁獲情報、生産者情報が携帯
電話やパソコンで検索できる（システムソフトJ.Fish.
net（（社）海洋水産システム協会））システムにて生産
者から消費者まで流通させた後、関係者の意識調査
を実施しました。その結果、生産者はトレーサビリ
ティシステム導入に極めて好意的であること、消費
者は、安全・安心のためにはシステム導入による対価
も惜しまないとの結果を得ました。

波及効果
消費者には生産者から消費者まで一貫した正しい情報

を伝達できるトレーサビリティシステムを、また、生産
者や流通業者には危機管理システムは当然のこととし、
製品の高品質さやおいしさを消費者にアピールできるト
レーサビリティシステムを構築することが、消費者の水
産物の安全・安心への要求や水産業の活性化に答えるこ
とと考えます。本成果はマスコミで報道されると共に、安
価で実用的だとして各方面から多くの問い合わせを受け
ています。

図1.	鮮魚トレーサビリティ試行で使用したバーコード
タグ

図2.	装着したタグより携帯電話による情報の読み取り

図3.	装着したタグよりJ.Fish.net登録情報の読み取り例


